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◇
高
岡
教
区
教
学
財
団
理
事
・
監
事
・
評
議
員
役
職
者
決
定 

六
月
二
十
五
日
、
教
学
財
団
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
理
事
、
監
事
、
評
議
員
の
任
期
満
了
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
理

事
、
監
事
、
評
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

理 

事 

長
：
泉
井 

敬
文
（
高
岡
教
区
教
務
所
長
） 

理 
 

事
：
津
山 

玄
亮
（
糸
岡
組
願
称
寺
） 

 
 
 
 
 

織
田 

隆
夫
（
五
位
組
長
光
寺
） 

 
 
 
 
 

藤
野 

彰
史
（
川
上
組
専
徳
寺
） 

 
 
 
 
 

櫛
本 

真
隆
（
射
水
組
蓮
光
寺
） 

監 
 

事
：
梁
瀬 

正
文
（
糸
岡
組
西
福
寺
） 

 
 
 
 
 

高
森 

教
昭
（
氷
見
組
遠
景
寺
） 

評 

議 

員
：
畠
山 

 

遵
（
水
波
組
明
徳
寺
） 

 
 
 
 
 

寺
林 

芳
浄
（
関
野
組
浄
照
寺
） 

 
 
 
 
 

六
浦 
恵
秀
（
伏
木
組
不
遠
寺
） 

 
 
 
 
 

豊
田 

善
樹
（
新
湊
組
東
弘
寺
） 

 
 
 
 
 

杉
原 

裕
哲
（
砺
波
組
光
嚴
寺
） 

 
 
 
 
 

西
脇 

順
祐
（
若
神
組
厳
照
寺
） 

 
 
 
 
 

正
來 

 

晋
（
川
上
組
蓮
乗
寺
） 

 
 
 
 
 

薮
波
多
佳
志
（
氷
見
東
組
光
福
寺
） 

 
 
 
 
 

高
田 

一
心
（
氷
見
西
組
光
誓
寺
） 

◇
二
〇
二
五
年
度
高
岡
教
区
臨
時
教
区
会
報
告 

去
る
七
月
九
日
（
水
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
二

〇
二
五
（
令
和
七
）
年
度
臨
時
教
区
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
六
年
度

高
岡
教
区
各
種
会
計
決
算
及
び
法
規
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
六
年
度
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
区
一
般
会
計
の
総
額
で

は
次
年
度
に
繰
越
さ
れ
る
剰
余
金
が
千
三
十
万
二
千
八
百
九
十
六
円

と
、
前
年
度
比
で
二
百
八
十
五
万
三
千
百
六
十
七
円
の
減
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
昨
年
度
に
比
べ
収
入
の
教
区
賦
課
金

も
約
六
十
三
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
以
降
、
事
業
が
縮
小
傾
向
だ
っ
た
も
の
が
、
本
来

の
形
へ
と
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
支
出
の
実
践
運
動
推
進
費
が
増

え
た
こ
と
や
、
教
務
所
費
の
人
件
費
・
出
張
交
通
費
等
が
増
と
な

り
、
支
出
全
体
で
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

歳
入
で
は
、「
教
区
賦
課
金
」
が
寺
院
解
散
や
全
体
的
に
僧
侶
に

賦
課
さ
れ
る
第
二
種
賦
課
金
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
一
昨
年
度

よ
り
六
十
三
万
円
弱
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
教
務
所
事
務
補

助
金
」
で
は
宗
派
か
ら
の
補
助
金
が
十
二
万
円
以
上
の
増
額
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、「
各
種
助
成
金
」
で
宗
会
議
員
総
選
挙
に
か
か
る

助
成
金
等
や
連
区
少
年
連
盟
連
絡
協
議
会
な
ど
の
連
区
行
事
の
高

岡
教
区
担
当
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
助
成
金
、
各
種
懇
志
教

区
地
方
事
務
費
が
増
え
た
た
め
六
万
円
以
上
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
願
記
手
数
料
」
で
昨
年
度
は
住
職
任
命
申
請
の
願
記
が
多

か
っ
た
た
め
三
〇
万
円
増
の
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の

補
正
予
算
よ
り
二
万
七
千
増
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。「
雑
収
入
」

で
は
新
年
会
や
千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
体
参
拝
・
各
種
研
修
会
の
参
加

費
増
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
補
正
予
算
で
五
十
七
万
円
ほ
ど
を
増

額
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
算
で
は
さ
ら
に
四
十
万
円
ほ
ど
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。 

歳
出
で
は
、「
実
践
運
動
推
進
費
」
で
、
千
鳥
ヶ
淵
法
要
団
体
参

拝
や
児
童
念
仏
奉
仕
団
等
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
や
、
実
践
運
動
教

区
委
員
研
修
会
、
得
度
講
習
会
・
組
勤
式
講
習
会
等
が
従
来
通
り

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
経
費
の
増
額
が
あ
っ
た
た
め
に
百
二

十
五
万
円
以
上
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
度
に
引
き
続 
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き
「
寺
院
教
化
助
成
費
」
と
い
う
費
目
を
設
置
し
、
教
区
賦
課
金
の
五
％
を
全
寺
院

に
教
化
助
成
と
い
う
こ
と
で
交
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
会
議
費
」
で
は
教

区
会
費
・
組
長
会
費
・
諸
会
議
費
で
は
、
役
員
改
選
に
よ
り
会
合
が
増
加
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
教
務
所
費
」
で
は
、
「
人
件
費
」
の

社
会
保
険
料
を
増
額
し
た
予
算
補
正
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
十
八
万
円
以
上
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
事
務
費
」
で
も
消
耗
品
費
・
慶
弔
費
・
諸
雑
費
・
伝
道

車
費
な
ど
が
す
べ
て
減
額
と
な
り
三
十
九
万
円
以
上
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

特
別
会
計
の
『
会
館
運
営
費
』
『
振
興
推
進
金
庫
』
『
法
要
事
務
所
会
計
』
へ
は
予
算

通
り
の
回
金
を
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
教
区
特
別
会
計
の
決
算
で
す
が
、『
平
衡
資
金
積
立
会
計
』
は
預
金
利
息
の
み

の
変
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
転
退
職
積
立
会
計
』
は
、
現
職
員
の
退
職
手
当
に
つ
い

て
は
、
一
般
会
計
か
ら
中
小
企
業
退
職
共
済
へ
積
み
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
残
額
を
す
べ
て
一
般
会
計
へ
回
金
し
、
閉
鎖
い
た
し
ま

し
た
。『
災
害
対
策
会
計
』
で
は
、
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
に
つ
い
て
諮
る
た
め
に

委
員
会
と
災
害
救
援
活
動
専
門
委
員
会
を
開
催
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
被

災
ご
門
徒
へ
の
見
舞
金
配
付
、
門
徒
宗
派
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
の
配
分
配
付
（
寺

院
）
を
し
て
お
り
、
そ
の
経
費
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。「
教
化
資
料
作
成
費
」
で
は
、

次
年
度
繰
越
見
込
金
が
七
十
二
万
円
以
上
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
一

般
会
計
へ
の
回
金
を
百
万
円
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。『
子
ど
も
・
若
者
ご
縁

づ
く
り
推
進
費
会
計
』
で
は
、
一
回
の
会
合
に
か
か
る
交
通
費
と
、
寺
族
青
年
会
主

催
の
バ
ザ
ー
に
協
力
金
を
支
出
し
、
そ
の
協
力
金
と
同
金
額
を
宗
派
助
成
金
と
し
て

収
納
い
た
し
ま
し
た
。『
免
物
会
計
』
は
、
収
入
の
免
物
交
付
に
か
か
る
「
免
物
冥
加
」

も
、
支
出
の
「
本
山
委
託
事
務
費
」
も
年
度
当
初
予
算
よ
り
も
三
百
十
万
円
を
増
額

す
る
予
算
補
正
を
行
い
ま
し
た
が
、
見
込
み
よ
り
頒
布
が
少
な
く
「
免
物
冥
加
」
の

収
入
が
約
六
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
山
委
託
事
務
費
は
二
十
一
万
円
以

上
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
歳
出
の
「
回
金
」
の
費
目
で
一
般
歳
計
に
回
金

し
て
い
ま
す
。「
振
興
推
進
金
庫
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
回
金
と
預
金
利

息
の
変
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
法
要
事
務
所
会
計
』
に
つ
い
て
は
そ
の
残
金
を
す
べ

て
一
般
会
計
へ
回
金
し
会
計
閉
鎖
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
法
規
議
案
二
件
に
つ
い
て
は
、『
高
岡
教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
設
置
規

則
』
の
一
部
変
更
と
、『
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法

要
事
務
所
設
置
規
則
』
の
廃
止
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
以
上
が
令
和
七
年
度
臨
時
教
区
会
の
概
要
で
す
。 

◇
一
般
財
団
法
人
教
学
財
団
理
事
会
・
評
議
員
会
報
告 

去
る
六
月
二
十
五
日
、
教
学
財
団
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
二

四
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
が
慎
重
審
議
の
上
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

二
〇
二
四
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
決
算
に
つ
い
て
、
事
業
活
動
収
入
の
部
で
は
、

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
会
館
被
害
状
況
に
か
か

る
保
険
金
を
雑
収
入
に
納
入
い
た
し
ま
し
た
。
教
学
研
究
室
賛
助
会
費
を
多
数
の
方

よ
り
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
に
か
か
る
講
座
受
講
料
収
入
、

及
び
補
助
金
等
収
入
と
し
て
、
教
区
か
ら
の
財
団
運
営
助
成
金
と
し
て
三
百
万
円
を

収
納
し
ま
し
た
。
寄
付
金
収
入
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算
額
よ
り
多
く
の
懇
志
を
納

入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、
事
業
活
動
支
出
で
は
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
建
物
被
害
修
繕
の
た
め
、

軒
裏
天
井
及
び
２
階
和
室
補
修
・
ベ
ラ
ン
ダ
修
繕
経
費
等
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。

印
刷
製
本
費
で
は
紀
要
第
二
号
発
行
に
よ
り
、
経
費
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
光
熱
水

費
で
は
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
支
出
、
諸
謝
金
支
出
で
は
各
種
講
師
礼
等
を
支

出
、
負
担
金
支
出
で
は
会
館
永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏
華
・
弁
当
代
等
を
支

出
し
、
雑
支
出
で
は
公
認
会
計
士
委
託
料
・
理
事
変
更
登
記
に
伴
う
司
法
書
士
委
託

料
等
を
支
出
し
ま
し
た
。
以
上
が
特
筆
す
べ
き
二
〇
二
四
年
度
決
算
の
内
容
で
す
。 

最
後
に
、
事
務
局
よ
り
本
定
時
評
議
員
会
の
終
結
と
同
時
に
理
事
、
監
事
、
評
議

員
の
任
期
が
満
了
退
任
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
評
議
員
に
よ
り
新
た
に
理
事
、
監

事
、
評
議
員
を
選
任
し
閉
会
し
ま
し
た
。 
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記
事
冒
頭
に
財
団
理
事
・
監
事
・
評
議
員
名
簿
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

【
別
紙
に
て
教
区
会
計
決
算
書
及
び
財
団
決
算
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
】  

◇
中
央
教
修
修
了
者
の
つ
ど
い
報
告 

去
る
七
月
二
十
八
日
（
月
）
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
教
区
内
門
徒

推
進
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
「
中
央
教
修
修
了
者
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
の
研
修
会
で
は
二
〇
二
五
年
度
高
岡
教
区
組
・
所
属
組
織
「
御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
」
開
催
要
項
に
基
づ
き
「
時
代
社
会
の
変
容
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
浄

土
真
宗
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。 

は
じ
め
に
岡
西
高
岡
教
区
主
幹
よ
り
問
題
提
起
が
あ
り
、
①
人
口
の
流
出
と
全
国

的
な
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
高
岡
教
区
で
も
門
信
徒
と
僧
侶
・
寺
族
の
高
齢
化
が

著
し
く
進
ん
で
い
る
こ
と
②
門
信
徒
も
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
統
計
局

の
調
査
で
判
明
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
法
事
や
葬
儀
に
充
て
ら
れ
る
可
処
分
所
得
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
③
宗
教
離
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
の
状
況
は
人
口
の
流
出
と

経
済
問
題
に
よ
る
寺
離
れ
や
法
事
の
減
少
を
指
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
実
際
に
は

七
〇
年
近
く
前
の
全
国
的
な
調
査
で
も
七
割
近
い
人
が
「
宗
教
を
信
じ
て
い
な
い
」

と
回
答
し
て
お
り
宗
教
離
れ
は
少
な
く
と
も
七
〇
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
④
寺
院

と
門
信
徒
と
の
つ
な
が
り
は
江
戸
時
代
の
寺
檀
制
度
の
名
残
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
い
よ
い
よ
そ
の
寺
檀
制
度
も
消
滅
し
て
い
る
最
中
に
あ
る
の
が
今
の
状
況
で
あ

る
こ
と
を
提
起
し
た
。 

そ
れ
を
受
け
た
話
し
合
い
法
座
で
は
「
僧
侶
自
身
が
今
の
状
況
を
ど
れ
だ
け
把
握

し
、
理
解
し
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
う
」「
僧
侶
は
自
坊
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
い

て
社
会
の
変
化
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
」「
生
活
と
教
え
が
切
り
離
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」「
住
職
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
が
家
庭
か
ら
伝
道

を
始
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
」「
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
悩
み
に
応
え
る
、

寄
り
添
え
る
よ
う
な
教
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
僧
侶
の
社
会
的
な
使
命
で

は
な
い
か
」
な
ど
の
厳
し
い
意
見
が
続
出
し
た
。 

最
後
に
講
師
の
林
史
樹
さ
ん
（
同
朋
企
画
専
門
委
員 

伏
木
組
要
願
寺
）
か
ら
助

言
が
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
危
機
と
は
何
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
現
在
お
寺
が
危
機
に

あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
お
寺
の
危
機
と
は
建
物
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、
仏
教
・
浄
土
真
宗
の
教
え
を
共
通
基
盤
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
つ

な
が
り
を
断
た
れ
る
こ
と
こ
そ
が
危
機
で
あ
る
と
指
摘
。
そ
の
上
で
「
今
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
。
誰
の
声
を
聴
い
て
何
を
大
切
に
生
き
て
い
く
の
か
。

差
別
・
戦
争
、
ま
た
自
然
災
害
で
命
や
住
む
場
所
を
奪
わ
れ
る
。
ま
さ
に
い
の
ち
に
関
わ

る
問
題
を
私
た
ち
の
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、
克
服
し
て
い
く
こ
と
を
仏
教
・
浄
土
真
宗

の
教
え
に
生
き
よ
う
と
す
る
者
の
根
底
に
据
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

◇
永
代
経
法
要 

七
月
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
、
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
て
永
代
経
法
要
が
勤

修
さ
れ
、
約
九
十
名
が
参
拝
さ
れ
た
。 

日
中
・
逮
夜
と
二
座
の
お
勤
め
が
あ
り
、
お
勤
め
の
後
に
教
区
布
教
団
主
催
の
布

教
大
会
が
開
催
さ
れ
、
午
前
は
吉
井
瑠
璃
子
さ
ん
（
新
湊
組
智
徳
寺
）・
増
山
孝
琢
さ

ん
（
新
湊
組
妙
蓮
寺
）
午
後
は
、
村
上
昂
文
さ
ん
（
水
波
組
西
養
寺
）・
福
田
慶
隆
さ

ん
（
五
位
組
廣
済
寺
）
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
法
話
を
い
た
だ
い
た
。 

高
岡
教
区
講
社
連
盟
の
方
々
を
中
心
に
多
く
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
盛
況
に

永
代
経
を
お
勤
め
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
十
一
月
に
は
会
館
報
恩
講
も
午
前
・
午
後
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。 

◇
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
会 

七
月
二
十
五
日
（
金
）
、
第
二
回
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
能

登
半
島
地
震
か
ら
見
え
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
長
田
浩
昭
さ
ん
（
石
川
県
奥
能

登
出
身
、
真
宗
大
谷
派
法
伝
寺
住
職
）
の
講
演
を
行
っ
た
。 

長
田
さ
ん
は
、
発
生
直
後
か
ら
様
々
な
支
援
活
動
を
さ
れ
て
い
て
、
今
回
は
、
親

鸞
聖
人
の
生
涯
と
地
震
、
能
登
の
現
状
に
つ
い
て
、
現
在
行
っ
て
い
る
支
援
活
動
に
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つ
い
て
話
さ
れ
た
。 

親
鸞
聖
人
が
生
き
た
時
代
に
は

十
一
度
の
地
震
と
三
度
の
飢
饉
が

あ
り
、
聖
人
ご
自
身
も
比
叡
山
で

修
行
し
て
い
る
間
に
三
度
の
地
震
、

越
後
配
流
か
ら
関
東
に
移
動
し
た

時
や
京
都
に
戻
ら
れ
て
も
地
震
に

遭
い
、
そ
し
て
飢
饉
に
も
遭
っ
た

こ
と
を
言
わ
れ
た
。 

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
の
二
．
八
倍
の
大
き

さ
で
奥
能
登
（
珠
洲
市
、
輪
島
市
、

穴
水
町
、
能
登
町
）
の
九
割
の
建

物
が
全
壊
又
は
全
壊
並
み
で
、
日

本
海
側
の
海
岸
線
は
二
ｍ
又
は
四
ｍ
隆
起
し
、
富
山
湾
側
の
能
都
町
は
四
ｍ
沈
み
、

隆
起
し
た
港
は
船
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
も
と
も
と
能
登
半
島
は
地

殻
変
動
の
く
り
返
し
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
一
〇
〇
〇
年
に
一
度
の
地

殻
変
動
が
今
回
の
地
震
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
現
在
、
が
れ
き
の
撤
去
が
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
復
興
活
動
が
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
に
比

べ
て
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
や
台
湾
で
地
震
が
あ
っ
た
時
の
避
難
所
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
、
あ
ま
り
に
も
能
登
と
違
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。 

そ
し
て
地
震
で
壊
れ
た
人
間
関
係
を
修
復
す
べ
く
支
援
活
動
で
は
、
人
と
人
と
が

出
会
う
場
所
を
開
き
た
い
と
思
い
、
仮
設
住
宅
等
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
方
に
会
話

の
提
供
を
す
る
場
所
を
作
る
た
め
に
居
酒
屋
を
開
設
。
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は
、
富
山

の
名
産
を
使
っ
た
刺
身
や
山
菜
を
こ
ぶ
締
め
に
し
た
料
理
や
お
酒
を
出
し
、
寿
司
を

握
っ
て
い
る
こ
と
も
言
わ
れ
た
。 

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
四
十
八
願
の
第
十
七
願
諸
仏
称
名
の

願
、
浄
土
と
は
十
方
世
界
の
無
量
の
諸
仏
こ
と
ご
と
く
咨
嗟
し
て
・
・
・
の
説
明
を

さ
れ
、
「
咨
嗟
（
し
し
ゃ
）
」
は
、
同
じ
時
代
を
生
き
る
人
々
の
『
呻
き
や
嘆
き
』
で

あ
り
、
そ
の
『
呻
き
や
嘆
き
』
の
声
が
諸
仏
の
声
で
あ
り
、
親
鸞
聖
人
は
諸
仏
と
し

て
受
け
止
め
て
き
た
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
寺
院
女
性
会
連
盟
で
は
、
義
援
金
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
研
修
を
今
後
も
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。 

★
在
家
免
物
・
御
聖
教
の
教
区
在
庫
等
に
関
し
て 

現
在
、
在
家
免
物
・
御
聖
教
の
教
区
在
庫
へ
の
補
充
は
月
一
回
の
本
山
へ
の
申
請

に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
山
へ
の
申
請
は
毎
月
月
末
に
行
い
ま
す
の
で
、
ご
寺
院
さ
ま
に
て
必
要
な
免

物
・
御
聖
教
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
毎
月
二
十
五
日
頃
（
土
日
以
外
）
ま
で
に
教
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
、
毎
年
二
月
と
三
月
は
予
算
残
高
の
関
係
上
、
申
請
で
き
な
い
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

◇
第
一
回
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
中
央
委
員
会
報
告 

去
る
七
月
二
十
四
日
、
本
年
度
一
回
目
の
中
央
委
員
会
が
、
本
山
宗
務
所
に
て
オ

ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
ち
な
み
に
対
面
で

の
参
加
が
五
十
七
％
、
オ
ン
ラ
イ
ン
三
十
四
％
、
欠
席
八
％
で
し
た
）
。 

昨
年
度
の
高
岡
教
区
か
ら
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
本
年
度
よ
り
、
こ
の
中
央

委
員
会
の
報
告
が
『
宗
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
今

回
、
提
出
し
た
意
見
具
申
（
前
号
に
掲
載
）
の
内
容
に
つ
い
て
補
足
を
兼
ね
て
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
高
岡
か
ら
の
意
見
は
、
「
教
団
の
戦
争
協
力
の
歴
史
に
学
ぶ
研
修
体
制
の

現
状
と
方
向
性
を
お
示
し
く
だ
さ
い
」
で
し
た
。
今
年
四
月
に
宗
派
よ
り
『
戦
後
八
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十
年
に
あ
た
っ
て
の
平
和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か

に
「
そ
の
戦
争
に
協
力
し
、
戦
争
を
賛
美
し
た
こ
と
も
、
私
た
ち
教
団
の
歴
史
で
す
」

と
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
解
が
ど
れ
程
、
教
団
内
に
共
有
さ
れ
て
い
る
か
を
、
四
つ
の

「
現
場
」
で
の
状
況
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
一
点
目
は
「
僧
侶
の
学
び
」
で
す
。
連
続
す
る
過
去
帳
開
示
問
題
を
例
に

す
る
ま
で
も
無
く
、
重
大
な
「
教
学
課
題
」
を
僧
侶
一
人
一
人
に
共
有
し
て
い
く
に

は
途
轍
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
す
。
「
教
団
の
戦
争
協
力
の
歴

史
を
学
ぶ
」
に
は
、
現
状
の
得
度
・
教
師
、
布
教
使
養
成
課
程
や
僧
侶
研
修
会
の
内

容
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。 

二
点
目
は
「
門
信
徒
に
対
す
る
戦
争
責
任
」
で
す
。
教
団
の
戦
争
協
力
の
一
番
の

「
被
害
者
」
は
門
信
徒
で
す
。
八
十
年
経
っ
た
現
在
も
、
「
加
害
者
」
と
し
て
の
説

明
責
任
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
な
い
事
を
訴
え
ま
し
た
。 

三
点
目
の
「
宗
派
主
催
に
よ
る
千
鳥
ヶ
淵
法
要
前
日
の
つ
ど
い
の
再
開
と
充
実
」

は
、
一
九
九
九
年
以
降
、
二
十
年
以
上
「
肩
代
わ
り
」
し
て
や
っ
て
き
た
高
岡
教
区

で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
訴
え
で
す
。 

最
後
の
「
平
和
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
具
体
化
と
早
期
開
設
」
は
、
宗
派
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
示
さ
れ
た
「
過
去
を
反
省
し
、
問
い
続
け
、
私
た
ち
が
い
ま
何
を
な
す
こ
と

が
で
き
る
か
、
将
来
の
世
代
に
何
を
残
し
て
い
く
か
が
大
切
で
し
ょ
う
」
を
、
ま
さ

に
具
現
化
す
る
も
の
で
す
。
よ
う
や
く
、
「
平
和
に
関
す
る
論
点
整
理
（
戦
後
八
十

年
版
）
」
で
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
」
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
刻
も
早

い
着
手
が
望
ま
れ
て
い
る
事
を
訴
え
ま
し
た
。 

「
戦
後
八
十
年
」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
あ
る
世
界
の
姿
は
「
戦
中
」
で
す
。

ま
た
、
先
の
国
政
選
挙
で
見
ら
れ
た
「
立
候
補
者
」
が
堂
々
と
「
排
外
主
義
」
「
誤

っ
た
歴
史
認
識
」
「
差
別
」
を
訴
え
る
姿
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
様
な
今
の
日
本
社
会
は
、
ま
さ
に
「
戦
前
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

教
団
の
戦
争
協
力
は
、
あ
る
日
、
突
然
、
始
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
は
、
例
え
れ
ば
、
「
国
や
世
論
が
『
正
し
さ
』
を
訴
え
、
教
団
も
教
え
の

『
正
し
さ
』
で
応
え
よ
う
と
し
た
」
そ
の
根
本
の
「
誤
り
」
が
招
い
た
歴
史
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。 

八
十
年
と
い
う
歳
月
が
「
風
化
を
招
い
て
い
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本

当
に
「
風
化
」
し
て
き
て
い
る
の
は
、
こ
の
「
戦
争
」
と
い
う
事
実
に
向
き
合
お
う

と
し
な
い
「
真
宗
の
教
え
の
頂
き
ぶ
り
」
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
今
回
の
中
央

委
員
会
で
し
た
。 

【
高
岡
教
区
委
員
会
副
委
員
長 

濵
野
信
宏
】 

                   

被災地支援プロジェクト『今年も能登へ富山米を届けよう！』 
のお知らせ 

◇募集内容 

昨年１２月に輪島市門前町に３キロの新米を４００世帯に配布し

ましたが、今年も支援米を募集いたします。 

数量の指定はございませんので新米（白米）で品種名を明記の上、

１１月上旬より教務所までお持ちください。詳細は来月の教区報

にてお伝えいたしますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

◇受付期間     １１月上旬 午前 9時半～午後 5時 

◇募集場所     高岡教区教務所 

◇お届け先     石川県輪島市門前町（仮設住宅含む） 

◇お問い合わせ   高岡教区教務所（西本願寺高岡会館内） 

 

          〒933-0878 高岡市東上関４４６ 

          ☏ (0766)-22-0887 

          FAX (0766)-21-5152 

          E-mail info@takaoka-hongwanji.jp 

mailto:info@takaoka-hongwanji.jp
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【西本願寺高岡会館９月の常例法座】 
 

ご講師： 橘  行 信 師 

（岐阜教区中川北組圓勝寺） 

ご講題：『 本 願 力 にあいぬれば』 
 

午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（8/14～9/30）◇  

 ８月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

 

 

18 

20 

23 

25 

27 

28 

29 

30 

９月 

２ 

５ 

８ 

９ 

10 

14 

16 

17 

 

19 

20 

23 

25 

 

27 

29 

30 

常例法座 

※14-17日 

  教務所夏季休業 

聖典セミナー 

 

 

 

 

僧研スタッフ研修会 

教学研究室 

 

 

 

 

 

僧侶研修会 

 

常例法座 

聖典セミナー 

 

 

僧侶研修会 

僧侶研修会 

 

 

 

 

 

組長会 

 

 

 

 

布教団研修会 

保育連盟大学講座・東海（～24） 

第２連区布教団研修会・東海（～26） 

仏婦・寺女合同研修会 

 

災害支援活動 

本山杯（富山） 

 

第 2連区ビハーラ研修会・岐阜（～3） 

ビハーラサロン 

北陸ブロック講社研修会・福井（～９） 

コーラス（午前） 

北陸藤の会 

 

コーラス（午前） 

富山真宗学会 

千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要（～18 日） 

 

 

寺青 50周年チャリティーイベントナムナムサンガ  

ビハーラ高岡公開講座 

高寿会研修旅行 

北陸ブロック真宗青年のつどい・岐阜（～28 日）  

ヤスクニ問題専門委員会 

  

     

     

      

    

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 

 
第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 
 

●９月１４日（日） 

     未    定 

（富山教区） 

 

●９月２８日（日） 

     未    定 

（富山教区） 

 

 

※高岡教区及び富山教区が主催し、北日本放送

（KNB）にて毎週日曜日午前６時から放送して

おります「西本願寺の時間」は、放送を継続して

おります。 

また、西本願寺では、動画配信サイトを設置し

法話等を配信しております。ご視聴ください。 

 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/ 

 

  

☆お知らせ☆ 

平素より法輪せんべいをご愛顧いただきまして
まことにありがとうございます。 

この度、法輪せんべい専用電話サービスが終了
いたしました。 

申込用のカードを同封させていただきますの
で、今後はカードに記載された公式 LINE若しくは
メールにてご注文ください。 
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

お申込み先 

高岡教務所内（寺族青年会担当） 

Tel.(090)3299-8784（代表） 
メール hourin18@gmail.com 
 

 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/
mailto:メールhourin18@gmail.com

